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　12月定例会は12月５日から17日までの日程で
開かれました。
　一般質問では11人の議員が登壇し、町行政の
あり方をただしました。
　最終日には、芝の結束機を開発する予算をはず
した一般会計補正予算が再提出され、各会計の補
正予算と「琴浦町いじめ問題調査委員会及び琴浦
町いじめ問題検証委員会条例の制定」ほか４件の
条例の制定及び一部改正を審議し、可決しました。

　また、請願・陳情は、「治安維持法犠牲者国家賠
償法」の制定を求める意見書提出の請願、「少人数
学級の推進と定数改善と義務教育費国庫負担制度２
分の１復元をはかるための、2015年度政府予算に
係る意見書採択の要請について」の陳情を採択。「所
得税法第56条の廃止を求める請願」は継続審査。「琴
浦町自治基本条例の制定に反対する陳情書」と「子
ども・子育て支援新制度の実施に関する陳情書」の
２件は不採択となりました。

環境エネルギー対応
交付金の経過と
主な発言

区分 議　　案　　名 補正額 補正後 結果

補
正
予
算

一般会計補正予算第６号 △9003万円 107億1267万円 可決

国民健康保険補正予算第３号 2369万円 23億8961万円 可決

下水道会計補正予算第４号 △15万円 11億1936万円 可決

介護保険補正予算第４号 818万円 22億5271万円 可決

後期高齢者医療補正第２号 △33万円 2億0127万円 可決

水道会計補正予算第４号 125万円 2億8139万円 可決

条
　
例

いじめ問題調査・検証委員会条例の制定 可決

特別職の非常勤職員の報酬等に関する条例の一部改正 可決

ふるさと未来夢基金条例の一部改正 可決

放課後児童クラブ条例の一部改正 可決

国民健康保険条例の一部改正 可決

そ
　
の
　
他

町道路線の認定（朝日ヶ丘住宅線) 可決

町道路線の変更（立石一畑線） 可決

ふるさと広域連合規約の変更 可決

表彰条例による被表彰者の同意 可決

議
員
提
出

「治安維持法犠牲者国家賠償法」の制定を求める意見書の提出 可決

少人数学級の推進と定数改善と義務教育費国庫負担制度２
分の１復元をはかるための、2015年度政府予算に係る意
見書の提出

可決

※議案の名称は正式なものでなく簡素化しています。
※議員提出の請願・陳情の詳細は19ページをご覧ください。

　昨年12月議会に風力発電を原因と
する健康被害対策の請願が提出され、
議会で採択された。
　これを受け、町では当該企業と住民
との話し合いがつかない場合、50万
円を上限として補償し、その後企業に
請求する案を提出した。

青亀議員
風力発電会社が健康被害に対し
て誠意を示さない。
それを町が税金で肩代わりする
のはいかがなものか。

高塚議員
お金をもらっても被害者の健康
は元に返るわけではない。
原因がなくならない限り、健康
にはならない。



臨
時
会
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この表に掲載していない議案は全会一致で可決しました。
○＝賛成　　×＝反対　　議＝議長
請願の件名その他詳細につきましては19ページをご覧ください。

この表に掲載していない議案は全会一致で可決しました。
○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　議＝議長

賛否が分かれた議案・陳情の起立採決による審議の結果

賛否が分かれた議案の起立採決による審議の結果
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史
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平成26年度琴浦町一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

琴浦町自治基本条例の制定に反対する陳情書 ○ × × × × ○ ○ × × × × × × × ○ 議

大
平　

高
志

澤
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豊
秋

桑
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賢
治

語
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山
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義
男

藤
堂　

裕
史

藤
本　

則
明

新
藤　

登
子

高
塚　
　

勝

川
本
正
一
郎

小
椋　

正
和

手
嶋　

正
巳

青
亀　

壽
宏

桑
本　
　

始

井
木　
　

裕

前
田　

智
章

琴浦町特別職の職員で非常勤のものの給与及び旅
費に関する条例の一部改正について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

琴浦町教育委員会教育長の給与、勤務時間その他
の勤務条件に関する条例の一部改正について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

琴浦町職員の給与に関する条例の一部改正につい
て ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ 議

平成26年度琴浦町一般会計補正予算（第5号） ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

琴浦町議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部改正について × ○ 欠 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

　
11
月
28
日
に
臨
時
議
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
平
成
26
年
度
人
事

院
勧
告
に
準
拠
し
て
給
与
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
26

年
度
は
給
与
月
額
を
０
・
３
％
引
き

上
げ
る
行
政
職
給
与
表
の
改
定
、
勤

勉
手
当
の
０
・
１
５
月
分
引
き
上

げ
、
及
び
通
勤
手
当
を
距
離
区
分
に

応
じ
て
引
き
上
げ
る
改
正
で
す
。

　

そ
の
他
で
は
、
条
例
改
正
に
伴
う

人
件
費
部
分
の
補
正
並
び
に
育
児
休

業
及
び
退
職
に
伴
う
歳
出
予
算
の
組

み
替
え
、
ま
た
、「
琴
浦
町
表
彰
条

例
に
よ
る
被
表
彰
者
の
同
意
を
求
め

る
こ
と
」
で
し
た
。



　

総務
常任委員会
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　10月29・30日に地元産業の活性化をテーマに茨

城県内を中心に４ヶ所を視察した。視察先は、①茨城

の小美玉市の空の駅「そ・ら・ら」、②石岡市役所、

③龍ヶ崎市の農業公園「豊作村」、温浴交流施設「湯

ったり館」、④JAXA宇宙航空研究筑波宇宙センター

である。

　最後に昨年９月にオープンしたばかりの鳥取県と岡

山県の合同アンテナショップ「とっとり・おかやま新

橋館」を見学して帰路に付いた。

　

子
ど
も
は
地
域
の
宝
と
し
て
、
行
政
が
、
経
済
的

支
援
も
含
め
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
シ
ス
テ
ム

の
確
立
を
は
か
り
、
地
域
や
企
業
と
し
っ
か
り
連
携

し
て
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。

信
頼
関
係
が

ポ
イ
ン
ト

　小美玉市の空の駅「そ・ら・ら」では、事業運営を
統括する「駅長」を全国から募集した。その駅長が、
率先してPRを行っている。毎週イベントを行い、30
万人を越える来場者に結び付けていることは素晴らし
いと感じた。
　石岡市は、魅力創造事業とタウンメイト（デマンド
交通システム）を視察、琴浦町に合った形を検討する
価値があると思った。
　龍ヶ崎市の農業公園は、144区画あり、住民が農業
に親しめるようになっており、素晴らしい。
　鳥取・岡山の合同アンテナショップ「とっとり・お
かやま新橋館」では、地元企業の産品が数点出されて
いたが、地元には、アンテナショップで販売できるも
のもあり、PRが必要と感じた。
　今回の視察は、学ぶものが多々あったと思う視察だ
った。

学ぶものが多かった

先進地　　に学ぶ
議会の委員　　　　会が視察に

　

教育
・民生常任委員会



　

農林・
建設常任委員会
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　10月22日と23日に陸上養殖と耕作放棄地の

解消を調査するための研修に出かけた。

　栃木県の「夢創造」は廃校の教室を活用しての

トラフグの養殖で、味などの品質で高い評価を受

け、町の活性化につなげる取り組みを始めた。水

温を20度に保ち、浄化が課題という。

　また、遊休農地の解消をめざし、そばの愛好者

５人で50haの栽培から始めた農業法人の取り組

みを視察した。

　

11
月
12
日
と
13
日
に
南
あ
わ
じ
市
と
熊
取
町
を
視
察
し
た
。
今
回
は

地
域
創
生
の
た
め
の
人
口
減
対
策
が
目
的
で
す
。

　

子
育
て
支
援
を
先
進
的
に
進
め
て
い
る
兵
庫
の
南
あ
わ
じ
市
は
「
広

げ
よ
う
子
育
て
を
支
え
る
地
域
の
輪
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
あ
ら
ゆ
る
施

策
を
進
め
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

　

大
阪
の
熊
取
町
は
、「
子
ど
も
の
こ
と
を
真
ん
中
に
」を
合
言
葉
に「
待

つ
支
援
」
か
ら
「
届
け
る
支
援
」
に
子
育
て
を
発
展
さ
せ
る
取
り
組
み

に
よ
り
、
住
民
が
子
育
て
で
助
け
合
う
町
づ
く
り
が
特
徴
で
し
た
。

　

ト
ッ
プ
を
中
心
に
行
政
と
住
民
の
信
頼
関
係
が
築

か
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
の
お
手
本
と
な
る
内
容
で

あ
っ
た
。

　

琴
浦
町
に
置
き
か
え
て
見
れ
ば
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
や
地
域
の
連
携
を
重
視
し
、
ひ
と
り
で
も
多
く

の
町
民
の
協
力
が
得
ら
れ
る
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、

子
育
て
支
援
だ
け
で
な
く
、
町
づ
く
り
に
い
っ
そ
う

の
効
果
が
上
が
る
と
感
じ
た
。

㈱夢創造
　塩分濃度0.9％の温泉水に恵まれ、このような
養殖ができるのではないか、水温20度、塩分濃
度0.9％の維持と循環させての浄化は大変のよう
だ。
　行政が取り組むことは困難であり、考えられる
のは民間企業の参入ではないか、と思った。

農業法人㈲水府愛農会
　退職した人たちでそばを楽しむ会としての栽培
までは良かったが、遊休農地解消で機械設備の投
資を行い、返済が不安であるという。
　これからも高齢化や機械の更新・修繕に加え、
後継者不足が問題であるとのことで“どこも大変
だ”と感じた。

視察しての感想

先進地　　に学ぶ
議会の委員　　　　会が視察に



ことうら議会だより 2015年２月１日第43号6

　

12
月
12
日
、
午
前
９
時
よ
り
、
本
委

員
会
を
開
会
。

「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
法
」

の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て
、
所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
に
つ

い
て
の
請
願
、
琴
浦
町
自
治
基
本
条
例

の
制
定
に
反
対
す
る
陳
情
を
審
査
、
請

願
に
対
し
紹
介
議
員
よ
り
主
旨
の
説

明
・
質
疑
を
行
う
。

　

ま
た
、
請
願
書
提
出
を
行
っ
た
関
係

者
が
傍
聴
に
参
加
し
て
お
り
、
委
員
長

の
許
可
の
も
と
説
明
・
質
疑
を
行
っ
た

の
ち
、
喧
々
諤
々
と
委
員
同
士
の
議
員

間
討
議
を
行
い
審
査
し
た
。

委
員
長　

語
堂
正
範

　

12
月
11
日
、
視
察
後
委
員
会
を
開
催

し
、
所
管
の
各
課
よ
り
報
告
を
受
け
た

の
ち
、
各
委
員
よ
り
意
見
・
質
問
等
を

し
、
又
、
陳
情
２
件
を
慎
重
に
審
議
し

ま
し
た
。

　
　
　

陳
情
第
６
号

「
少
人
数
学
級
の
推
進
と
定
数
改
善
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１

復
元
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
１
５
年

度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
要

請
に
つ
い
て
」
→
採
択
。

　
　
　

陳
情
第
７
号

「
子
ど
も
、
子
育
て
支
援
新
制
度
の
実

施
に
関
す
る
陳
情
書
」
→
不
採
択
。

�

委
員
長　

藤
本
則
明

　

12
月
10
日
、
委
員
会
を
開
き
各
課
の

説
明
を
受
け
た
。

　

農
林
水
産
課
か
ら
は
芝
農
家
の
高
齢

化
、産
地
の
衰
退
を
避
け
る
た
め
に
も
、

省
力
化
の
で
き
る
機
械
の
開
発
は
必
要

で
あ
る
と
委
員
の
意
見
が
一
致
し
た
。

　

建
設
課
か
ら
は
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
事
業
の
27
年
度
分
の
予
定
場
所

の
説
明
を
受
け
た
。

　

上
下
水
道
課
か
ら
は
、
９
月
26
日
に

発
生
し
た
労
災
事
故
の
説
明
を
聞
き
、

事
故
の
無
い
よ
う
安
全
対
策
の
徹
底
を

求
め
た
。

　

午
後
は
、
ぽ
ろ
た
ん
栽
培
園
、
排
水

改
善
工
事
現
場
、
公
共
下
水
道
現
場
な

ど
町
内
を
視
察
し
た
。

�

委
員
長　

山
田
義
男

　

12
月
12
日
、
桑
本
真
由
美
関
西
事
務

所
所
長
を
講
師
に
迎
え
、
関
西
事
務
所

の
現
況
と
企
業
致
地
な
ど
に
つ
い
て
勉

強
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

企
業
訪
問
し
て
感
じ
た
こ
と
、
企
業

立
地
へ
当
っ
て
の
提
言
、
情
報
発
信
な

ど
12
項
目
に
わ
た
っ
て
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　

周
囲
と
の
協
力
、
連
携
が
重
要
で
、

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
が
大
事
で

あ
る
、
と
の
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
意
見
交
換
会
で

は
、「
若
者
の
帰
郷
が
大
切
で
あ
り
、

都
会
で
身
に
つ
け
た
技
術
を
生
か
す
場

が
必
要
で
あ
る
」
な
ど
活
発
な
意
見
が

出
ま
し
た
。

�

委
員
長　

新
藤
登
子

委 員 会 報 告
総
　
　
務

企
業
誘
致
推
進

特
別
委
員
会

教
育
・
民
生

農
林
・
建
設

琴浦町関西事務所所長より現在の様子
を聞く

徳万の水害常習解消のための雨水バイパス
工事現場

国史跡に指定された大高野官衙遺跡を視察
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ここが
聞きた

い

質問議員 質　問　事　項 掲載ページ

藤本　則明 ①防災（避難訓練）について
②温泉について ８

小椋　正和 ①地方創生への取り組みについて 9

大平　高志
①漁業従事者の支援について
②子どもや高齢者への短期保険証の発行を停止すべきではないか
③外部講師の選任について

10

桑本　賢治
①介護制度について
②情報公開とコスト表示及び町民手帳などの作成について
③社会体育利用施設の管理について

11

新藤　登子 ①小・中学校の校庭、中庭に芝生を
②子育て世帯、新婚世帯向け住宅の整備を 12

青亀　壽宏 ①加勢蛇川水系の農業用水路の土砂堆積問題の解消について
②地方創生が叫ばれているが、今後の琴浦町の町づくりの方向について 13

高塚　　勝 ①町有施設について 14

手嶋　正巳 ①AEDを使ったFR制度導入は
②県道福永由良線改良工事に伴う水道管移転の負担金について 15

川本正一郎 ①安心・安全施策の実施状況について
②コトウライフ実施状況について 16

桑本　　始 ①着地型観光による外貨の獲得について 17

語堂　正範
①デマンド交通システムを導入してはどうか
②高校生の通学路について
③人口減対策について

18
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問
津
波
に
対
す
る
避
難
訓
練
を
訴

え
て
き
た
が
、
対
応
が
ほ
と
ん

ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

防
災
に
対
し
て
、
次
の
３
点
を
問
う
。

①
避
難
所
へ
の
経
路
設
定
は
、
②
避
難
所

の
避
難
時
間
の
長
期
化
に
対
す
る
対
応
、

③
障
が
い
者
、
お
年
寄
り
、
子
ど
も
の
避

難
誘
導
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
山
下
町
長

　

避
難
経
路
の
設
定
は
行
っ
て
い
な
い
。

避
難
時
間
の
長
期
化
に
は
震
災
関
連
死
を

防
ぐ
方
策
を
考
え
る
。
三
点
目
は
、
自
主

防
災
組
織
な
ど
の
地
域
で
の
活
動
が
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。

　

11
月
５
日
、
Ｊ
─

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
を
使
っ

た
緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
が
行
わ
れ
、
琴

浦
町
で
は
、
沿
岸
部
の
自
治
会
に
参
加
を

呼
び
か
け
、
12
自
治
会
１
４
６
人
が
避
難

訓
練
に
参
加
し
た
。
住
民
参
加
の
避
難
訓

練
は
県
内
で
琴
浦
町
だ
け
だ
っ
た
。

問
避
難
は
一
秒
で
も
早
く

　

避
難
の
基
本
は
「
一
秒
で
も
早
く
」
と

い
う
の
が
本
来
の
ス
タ
イ
ル
だ
と
思
う
。

来
年
は
、
避
難
所
へ
の
対
応
策
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

答
見
逃
し
は
許
さ
れ
な
い

山
下
町
長

　

空
振
り
三
振
は
許
さ
れ
る
け
ど
、
見
逃

し
三
振
は
許
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
も

真
理
だ
と
思
っ
て
い
る
。
ど
こ
を
ど
う
逃

げ
る
か
は
防
災
の
全
体
の
中
で
話
し
合
う

こ
と
と
考
え
る
。

問
温
泉
施
設
を

　

温
泉
の
も
つ
効
能
価
値
に
限
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
町
長
は
「
新
時
代
へ
の
挑
戦
」

と
い
う
が
、
一
体
何
に
挑
戦
す
る
の
か
。

温
泉
施
設
を
民
間
企
業
や
町
民
有
志
の
協

力
を
仰
ぎ
、
対
応
さ
れ
る
よ
う
、
町
長
の

所
見
を
求
め
る
。

答
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い

山
下
町
長

　

投
資
に
対
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
断
念
し

た
。
温
泉
は
、
必
ず
し
も
町
民
生
活
に
不

可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、
リ
ス
ク
が

相
対
的
に
高
い
。
赤
字
処
理
に
過
度
な
負

担
を
強
い
る
よ
う
な
事
態
が
生
ず
る
恐
れ

も
想
定
さ
れ
、
官
民
共
同
で
あ
っ
て
も
取

り
組
む
こ
と
は
困
難
。

　

民
間
企
業
で
あ
っ
て
も
公
共
性
、
公
益

性
を
十
分
勘
案
し
て
実
施
さ
れ
る
べ
き

だ
。問

癒
す
施
設
あ
っ
て
い
い

　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
的
な
体
を
癒
す
施
設
が

あ
っ
て
い
い
。
再
度
答
弁
を
求
め
る
。

答
絶
対
し
た
ら
い
け
な
い

山
下
町
長

　

私
は
、
む
し
ろ
し
た
ら
い
け
な
い
。
絶

対
し
た
ら
い
け
な
い
。
深
刻
な
財
政
的
な

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
と
て
つ
も
な
く
深

刻
な
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

問

答

避難誘導の対応は

自主防災組織が重要
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一 般 質 問

小椋　正和 議員

問

答

やる気が試される

活力ある創生めざす

問
地
域
活
性
化
を
国
の
責
務
と
す

る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
本
部
」
も
立
ち
上
が
り
、
こ

れ
か
ら
地
方
自
治
体
の
や
る
気
、
ア
イ
デ

ア
が
試
さ
れ
る
。

　

琴
浦
町
も
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を

し
て
き
た
が
、
山
下
町
政
５
年
で
活
か
し

き
れ
な
か
っ
た
課
題
は
何
か
。
成
果
の
上

が
っ
て
い
な
い
原
因
を
見
極
め
、
地
方
創

生
に
活
か
す
の
か
。

　

予
算
編
成
戦
略
テ
ー
マ
を
４
項
目
示
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
や
具
体
策
、
ア
イ
デ
ア
の
取
り
組

み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
山
下
町
長

　

琴
浦
町
版
総
合
戦
略
を
策
定
、
国
の
動

向
も
見
な
が
ら
県
と
も
連
携
し
て
人
口
減

対
策
、
活
力
あ
る
地
域
･
産
業
に
重
点
を

お
い
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。
体
制
は
、

横
断
的
な
Ｐ
Ｔ（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）

や
Ｗ
Ｔ
（
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
）
設
置
を

考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
国
や
自
治
体
で
５
ヵ
年
の
総

合
戦
略
を
策
定
し
、
取
り
組
む
こ
と
に
な

る
。
本
町
で
も
活
力
あ
る
琴
浦
町
の
創
生

を
目
指
す
。

　

町
の
重
要
施
策
と
し
て
取
り
組
む
た

め
、
Ｐ
Ｔ
や
Ｗ
Ｔ
の
設
置
が
必
要
で
、
毎

年
の
予
算
編
成
で
検
証
を
行
い
時
代
に
合

っ
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問
構
想
･
計
画
の
精
査
を

　

琴
浦
町
版
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
と
い

う
が
、「
何
も
考
え
な
い
所
に
は
、
な
に

も
や
ら
ん
」
と
、
と
ら
え
ら
れ
る
が
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
ベ
ー
ス
は
「
コ
ト
ウ
ラ
イ
フ
」

と
「
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」

山
下
町
長

　

早
い
う
ち
に
枠
組
み
を
立
ち
上
げ
る
。

大
き
な
ベ
ー
ス
に
な
る
の
は
「
コ
ト
ウ
ラ

イ
フ
」
で
あ
り
「
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
土

台
に
な
る
。

問
日
南
町
と
の
違
い
は

　

町
長
は
「
成
果
は
上
が
っ
て
い
な
い
」

「
ど
こ
も
同
じ
様
な
こ
と
を
し
て
い
る
」

と
い
う
。
し
か
し
、
日
南
町
で
は
６
年
間

で
２
０
０
人
の
移
住
者
が
あ
る
と
い
う
。

ど
こ
が
違
う
の
か
。

問
そ
れ
だ
け
で
い
い
の
か

　

６
年
間
で
日
南
町
は
２
０
０
人
、
琴
浦

町
は
今
の
数
字
、
い
く
ら
琴
浦
町
に
魅
力

が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は

や
っ
て
来
な
い
と
思
う
が
、
そ
の
点
は
。

答
単
純
で
は
な
い─

山
下
町
長

　

琴
浦
町
は
県
内
で
も
充
実
し
て
い
る
。

極
端
に
言
う
と
す
べ
て
無
料
に
す
る
と
人

が
ど
っ
と
琴
浦
町
に
来
る
か
と
い
え
ば
そ

ん
な
単
純
な
社
会
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
減
り
具
合
が
非
常
に
高
い
の

で
あ
れ
ば
、
研
究
し
、
検
討
、
あ
る
い
は

予
算
措
置
も
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

地方創世

▽
小
泉
商
工
観
光
課
長

　

琴
浦
町
は
魅
力
的
な
町
だ
が
、
町

民
が
認
識
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
。
琴
浦
町
の
移
住
･
定
住
は
、

24
年
に
４
世
帯
７
人
、
25
年
は
２
世

帯
４
人
、
26
年
は
５
世
帯
10
人
で
、

出
て
行
く
ば
か
り
で
な
く
増
え
て
い

る
実
態
も
あ
る
。

課
長
の
補
足
説
明
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問
水
産
業
に
対
す
る
支
援
策
が
少

な
い
と
思
う
。
施
設
整
備
を
促

進
し
、
作
業
の
向
上
を
は
か
り
、

６
次
産
業
化
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

答
山
下
町
長

　

漁
業
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
国
や
県

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

支
援
し
て
い
き
た
い
。

問
後
継
者
不
足
の
対
策
は

　

漁
業
の
後
継
者
問
題
、
高
齢
化
の
問
題

を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
う
い
う
策
を
講

じ
る
の
か
。

答
支
援
策
活
用
す
る─

山
下
町
長

　

漁
業
は
重
要
な
産
業
と
し
て
と
ら
え
て

お
り
、
国
や
県
の
支
援
策
を
活
用
し
、
支

援
し
て
い
く
。

問
燃
料
費
の
補
助
を

　

燃
料
費
は
高
ど
ま
り
し
、
漁
業
経
営
に

与
え
る
影
響
は
大
き
い
。
町
独
自
で
漁
船

燃
料
補
助
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
燃
料
も
含
め
検
討─

山
下
町
長

　

燃
料
に
対
す
る
補
助
も
含
め
、
経
営
全

体
に
資
す
る
支
援
策
を
検
討
す
る
。

問
保
険
証
の
あ
り
方
は

　

子
ど
も
や
高
齢
者
の
短
期
被
保
険
者
証

の
発
行
は
停
止
す
べ
き
で
な
い
か
。

　

ま
た
、
限
度
額
適
用
認
定
証
は
保
険
料

の
滞
納
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
発
行
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
納
付
相
談
を
し
て─

山
下
町
長

　

短
期
被
保
険
者
証
は
滞
納
さ
れ
て
い
る

保
険
料
の
納
付
相
談
を
し
て
交
付
し
て
い

る
。
限
度
額
認
定
証
は
70
歳
未
満
は
滞
納

の
あ
る
場
合
は
交
付
し
な
い
。
70
歳
以
上

は
交
付
し
て
い
る
。

問
講
師
の
選
定
、
適
切
か

　
「
第
10
回
琴
浦
町
差
別
を
な
く
す
町
民

の
つ
ど
い
」
の
講
師
は
不
適
切
と
し
か
思

え
な
い
。

答
公
正
な
視
点
で
選
ん
だ─

山
下
町
長

　

講
師
選
定
に
つ
い
て
政
治
的
な
意
図
は

な
く
、
公
正
な
視
点
で
行
っ
た
。

答
好
評
だ
っ
た─

小
林
教
育
長

　

町
が
判
断
す
る
立
場
で
は
な
い
と
思
う

が
、
全
体
に
好
評
だ
っ
た
。

大平　高志 議員

問

答

水産業に支援を

国、県と一緒になって支援する

限
度
額
適
用
認
定
証
と
は

　
医
療
機
関
等
で
の
医
療
費
の
支
払

い
が
高
額
と
な
る
場
合
、
こ
の
認
定

証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
自
己
限
度

額
を
超
え
る
分
を
窓
口
で
支
払
う
必

要
が
な
く
な
る
も
の
で
す
。
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桑本　賢治 議員

問

答

第５期の総括は

介護給付費は高位

問
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
13
年

が
経
過
し
、
第
６
期
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

第
５
期
の
３
年
間
で
５
千
万
円
の
赤
字

が
発
生
し
た
。
第
６
期
で
は
１
号
被
保
険

者
の
介
護
保
険
料
は
５
６
５
８
円
だ
っ
た

が
引
き
上
げ
は
必
至
と
な
る
。

　

介
護
保
険
制
度
の
第
５
期
の
３
年
間
を

ど
う
総
括
す
る
の
か
。

答
山
下
町
長

　

第
５
期
の
介
護
保
険
認
定
率
は
、
介
護

予
防
の
結
果
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て

い
る
。
第
６
期
に
向
け
て
は
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
め
ざ
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設

は
、
他
の
町
村
と
比
較
し
て
環
境
が
整
っ

て
い
る
。

　

介
護
給
付
費
の
総
額
は
全
国
的
に
見
て

も
県
内
で
見
て
も
高
位
で
あ
る
。

問
な
か
な
か
入
れ
な
い
現
実

　

人
生
の
最
後
に
入
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
簡
単
に
は
入
れ
な
い
、「
50
番

待
ち
」
と
い
う
現
状
が
あ
り
、
待
っ
て
い

る
う
ち
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
う
い
う
環
境
を
町
長
は
ど
う
考
え
る

の
か
。

答
難
し
い
問
題─
山
下
町
長

　

介
護
の
施
設
が
充
実
し
て
お
り
、
結
果

と
し
て
介
護
保
険
料
が
高
く
な
っ
て
い
る

部
分
も
あ
る
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
す
ぐ
に
入
り

た
い
け
ど
入
れ
な
い
、
と
い
う
環
境
に
つ

い
て
は
、な
か
な
か
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

問
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い

　

赤
碕
の
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
だ
が
、
い
く
ら
電
話
を
か
け
て
も
つ

な
が
ら
な
い
。「
何
と
か
な
ら
な
い
か
」

と
い
う
苦
情
を
聞
い
て
い
る
。

　

職
員
が
２
名
か
ら
１
名
に
な
っ
た
た
め

の
よ
う
だ
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
不
在
時
の
対
応
徹
底
す
る

小
林
教
育
長

　

指
摘
の
よ
う
に
職
員
は
一
人
体
制
で

す
。
休
日
・
夜
間
は
警
備
の
臨
時
職
員
で

対
応
し
て
い
る
が
、
電
話
に
出
る
こ
と
が

出
来
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

不
在
の
看
板
を
掲
げ
る
と
か
留
守
番
電

話
に
セ
ッ
ト
す
る
と
か
、
何
ら
か
の
方
法

を
研
究
し
た
い
。

問
公
共
工
事

コ
ス
ト
の
表
示
を

　

工
事
現
場
の
看
板
に
は
い
ろ
い
ろ
な
事

が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
民
が
一
番

知
り
た
い
工
事
費
が
書
か
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

肝
心
な
コ
ス
ト
の
表
示
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
表
示
は
考
え
て
い
な
い

山
下
町
長

　

工
事
現
場
に
お
け
る
安
全
確
保
の
観
点

か
ら
表
示
は
考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
コ

ス
ト
表
示
の
方
法
と
し
て
入
札
の
結
果
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

※�

桑
本
賢
治
議
員
は
、
こ
の
他
に
も
「
情

報
公
開
、
町
民
手
帳
」
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

介護保険
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問
小
・
中
学
校
の
校
庭
に
芝
生
を

植
え
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
た

ち
の
足
腰
の
強
さ
を
取
り
戻
す

効
果
は
大
き
い
。
校
庭
の
芝
生
化
に
つ
い

て
町
長
と
教
育
長
の
所
見
を
聞
く
。

答
山
下
町
長

　

保
育
園
の
芝
生
化
を
実
施
し
、
聖
郷
小

学
校
で
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
芝
生
化
を
実

施
し
た
。
今
後
の
芝
生
化
は
現
場
の
校
庭

の
利
・
活
用
の
方
向
を
踏
ま
え
、
取
り
組

む
よ
う
研
究
す
る
。

答
小
林
教
育
長

　

校
庭
の
芝
生
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

聖
郷
小
学
校
で
は
隣
に
聖
郷
運
動
広
場
が

あ
り
、
１
０
０
ｍ
走
や
野
球
は
そ
こ
を
利

用
で
き
る
利
点
が
あ
る
。

　

複
数
の
種
目
の
体
育
を
行
う
に
は
校
庭

の
芝
生
化
は
困
難
だ
が
、
条
件
が
整
え
ば

進
め
ら
れ
る
の
で
研
究
す
る
。

問
中
庭
の
芝
生
化
は
ど
う
か

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
無
理
な
ら
せ
め
て
中
庭

は
ど
う
か
、
学
校
は
避
難
場
所
に
も
な
っ

て
お
り
、
芝
生
の
中
庭
は
避
難
者
の
ス
ト

レ
ス
解
消
に
も
な
る
と
思
う
が
。

答
他
の
方
法
で
も─
小
林
教
育
長

　

中
庭
の
芝
生
化
で
す
が
、
そ
れ
に
準
じ

た
学
校
も
あ
り
ま
す
し
、
ス
ペ
ー
ス
が
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
日
当
た
り
や
管
理
の

問
題
も
あ
り
、
花
壇
や
ほ
か
の
物
を
植
え

る
な
ど
し
て
教
育
的
配
慮
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

問
若
者
向
け
住
宅
を

　

若
い
夫
婦
、
子
ど
も
の
い
る
家
庭
向
け

の
町
営
住
宅
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
声
を
聞
く
。
若
者
向
け
の
町
営
住

宅
の
整
備
が
必
要
と
思
う
。
若
者
向
け
町

営
住
宅
の
設
置
を
望
む
。

答
優
先
入
居
検
討─

山
下
町
長

　

今
の
町
営
住
宅
は
公
営
住
宅
法
に
よ
り

整
備
し
た
も
の
で
入
居
に
制
限
が
あ
る
。

若
者
向
け
町
営
住
宅
の
整
備
は
で
き
な

い
。
子
育
て
世
帯
に
も
優
先
入
居
の
対
象

を
拡
大
す
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

新藤　登子 議員

問

答

校庭の芝生化を

研究する　　� 山下町長　
条件整えば� 小林教育長

芝生化されたグラウンド（聖郷小学校）
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青亀　壽宏 議員

問

答

農業用水路の土砂対策を

新しいゲートを設置する

問
加
勢
蛇
川
水
系
の
農
業
用
水
路

に
大
量
の
土
砂
が
流
れ
込
ん
で

大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

原
因
は
上
流
で
大
規
模
な
崩
落
が
起
こ
っ

て
お
り
、
こ
の
現
象
は
し
ば
ら
く
続
く
。

　

加
勢
蛇
川
か
ら
の
取
水
で
濁
流
が
農
業

用
水
路
に
流
れ
込
ま
な
い
手
立
て
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
山
下
町
長

　

大
き
な
問
題
と
思
っ
て
い
る
。
27
年
度

に
改
修
す
る
対
策
の
効
果
を
検
証
し
て
今

後
の
計
画
に
役
立
て
る
。

　

河
川
内
の
取
水
口
に
ス
テ
ン
レ
ス
製
の

二
つ
の
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
、
取
り
込
ん
だ

水
を
河
川
内
に
戻
し
、
土
砂
の
堆
積
を
最

小
限
に
抑
え
る
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　

対
応
を
考
え
る
地
区
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
効
果
を
検
証
し
、
今
後
の
井
手
の

改
修
に
役
立
て
た
い
。

問
安
全
対
策
も

　
ゲ
ー
ト
の
管
理
に
は
人
が
携
わ
る
。
安

全
性
に
つ
い
て
も
十
分
な
配
慮
が
必
要
に

な
る
。安
全
な
構
造
に
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
安
全
性
も
考
え
る

八
田
農
林
水
産
課
長

　

安
全
性
の
問
題
で
は
、
警
報
が
出
て
い

る
中
で
の
ゲ
ー
ト
の
開
け
閉
め
に
な
り
、

安
心
し
て
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。問

今
後
の
琴
浦
町
の

「
町
づ
く
り
」
の
方
向

　

地
方
創
生
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
合
併
10

年
を
経
た
琴
浦
町
の
町
づ
く
り
が
こ
れ
か

ら
大
き
な
問
題
と
な
る
。
琴
浦
町
の
計
画

策
定
の
基
本
的
な
理
念
、
考
え
方
、
目
標

を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
人
口
減
少
に
歯
止
め
か
け
る

山
下
町
長

　

県
の
総
合
戦
略
を
踏
ま
え
、
早
い
時
期

に
琴
浦
町
版
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
。
基

本
理
念
は
、
若
い
世
代
の
就
労
・
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
基
本
と
す

る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
若
い
世
帯
の
移
住
・
定

住
を
進
め
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
。問

財
源
が
生
ま
れ
る

　

国
は
合
併
算
定
替
え
の
修
正
を
考
え
て

い
る
。

　

例
え
ば
交
付
税
の
削
減
が
５
割
少
な
く

な
れ
ば
、
２
億
８
千
万
円
の
財
源
が
生
ま

れ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
日
本
一
の
子
育
て

支
援
の
町
が
つ
く
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
活

用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
確
実
と
は
思
わ
な
い

山
下
町
長

　

地
方
創
生
に
つ
い
て
、
今
の
段
階
で
整

理
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
知
恵
を
だ
さ
な
け

れ
ば
何
も
し
て
や
ら
ん
、
と
も
聞
く
。

　

大
胆
に
や
れ
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
財
政
は

余
裕
が
な
い
。
指
摘
の
視
点
は
頭
の
中
に

入
れ
て
地
方
創
生
と
関
連
さ
せ
て
事
業
を

展
開
し
て
い
く
。

問
財
源
見
逃
す
な

　

で
て
き
た
財
源
を
使
っ
て
子
育
て
支
援

や
町
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
質
問
だ
か
ら
、
見
逃
し
た
財
源
が
あ

れ
ば
し
っ
か
り
取
り
入
れ
な
い
と
ま
ず
い

の
で
は
な
い
か
。

答
そ
う
は
思
わ
な
い

山
下
町
長

　

交
付
税
の
減
額
が
抑
制
さ
れ
る
ほ
ど
国

の
考
え
る
こ
と
は
シ
ン
プ
ル
（
単
純
）
で

は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
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問
町
内
に
は
多
数
の
施
設
が
あ
り
、

合
併
に
よ
る
類
似
施
設
も
多
い
。

人
口
の
減
少
に
よ
り
、
利
用
者

や
利
用
料
も
減
少
す
る
。
こ
れ
ら
の
施
設

の
あ
り
方
を
外
部
有
識
者
も
含
め
た
審
議

会
な
ど
で
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

琴
浦
町
の
立
地
や
自
然
、
各
種
施
設
を

活
用
し
た
活
性
化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
事
業
推
進
の
た
め
官
民
一
体
の
組
織

を
立
ち
上
げ
、
情
報
発
信
で
誘
客
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
山
下
町
長

　

27
年
度
中
に
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
を
策
定
す
る
。
策
定
時
に
外
部
有
識
者

も
含
め
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
は
総
務
大

臣
か
ら
策
定
を
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
、
お
お
む
ね
10
年
間
の
計
画
に
な
る
。

　

公
共
施
設
の
統
廃
合
も
考
え
ら
れ
、
町

民
の
理
解
が
必
要
で
、
外
部
有
識
者
の
意

見
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

観
光
、
誘
客
は
、
観
光
協
会
に
委
託
し
、

町
独
自
の
ツ
ア
ー
商
品
を
企
画
し
、
全
国

の
旅
行
会
社
に
売
り
込
ん
で
い
る
。今
後
、

点
か
ら
面
に
す
べ
く
観
光
振
興
を
図
っ
て

い
く
。答

小
林
教
育
長

　

教
育
委
員
会
は
学
校
以
外
に
も
多
く
の

公
共
施
設
の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
お

り
、
施
設
の
存
続
、
廃
止
の
方
向
性
を
関

係
者
と
の
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
進
め

る
。問

テ
ン
ポ
が
遅
い

　

言
い
方
は
悪
い
か
も
し
れ
な
い
が
「
テ

ン
ポ
が
遅
い
」。
一
刻
も
早
く
関
係
者
と

協
議
し
て
ど
ん
ど
ん
や
っ
た
ら
い
い
。
テ

ン
ポ
を
上
げ
る
べ
き
だ
。

　

観
光
を
や
る
の
は
い
い
こ
と
、
や
る
べ

き
だ
。
し
か
し
、
費
用
対
効
果
を
検
証
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

お
金
を
落
と
し
て
も
ら
う
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
。
一
つ
の
例
と
し
て
合
宿

は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
お
金
の
落
ち
る
仕
組

み
を
官
民
一
体
で
つ
く
る
べ
き
だ
と
思
う

が
。答

お
金
が
落
ち
る
仕
組
み
を

山
下
町
長

　

そ
の
通
り
。
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
が

ん
ば
っ
て
い
る
。
金
が
落
ち
る
仕
組
み
に

つ
い
て
問
題
意
識
を
も
っ
て
い
る
。
当
事

者
の
問
題
意
識
な
ど
原
因
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
お
金
の
落
ち
る
シ

ス
テ
ム
を
考
え
る
こ
と
は
必
要
だ
。

問
感
覚
の
ズ
レ
が

　

感
覚
の
ズ
レ
が
あ
る
。
泊
ま
っ
て
い
た

だ
い
て
金
を
落
と
し
て
い
た
だ
く
仕
組
み

を
考
え
る
こ
と
で
す
。そ
の
辺
は
ど
う
か
。

答
本
気
度
は
不
十
分
か
も

山
下
町
長

　

町
内
に
泊
ま
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
の
メ

ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
き
た
が
、
琴
浦
町
は
宿

泊
で
は
弱
い
。
ま
た
、
飲
食
、
み
や
げ
物

で
も
取
り
組
ん
で
き
た
が
少
し
弱
か
っ

た
。
本
気
度
で
は
不
十
分
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

高塚　勝 議員

問

答

審議会で検討を

町民の理解が必要� 山下町長　
意見交換しながら� 小林教育長

町内に複数ある野球場



一 般 質 問

ことうら議会だより2015年２月１日第43号 15

手嶋　正巳 議員

問

答

AED使いF・Rを

町単独では困難

問
Ｆ
・
Ｒ
（
フ
ァ
ー
ス
ト
・
レ
ス

ポ
ン
ダ
ー
）
制
度
と
は
、
救
急

車
の
到
着
前
に
住
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
除
細
動
器
）
で
応
急
手
当
を

行
う
も
の
。
救
急
車
の
到
着
に
は
時
間
を

要
し
、
中
山
間
地
で
は
救
命
率
の
向
上
が

期
待
で
き
る
と
思
う
が
。
導
入
を
考
え
な

い
か
。

答
山
下
町
長

　

Ｆ
・
Ｒ
制
度
の
導
入
は
シ
ス
テ
ム
整
備

も
必
要
で
、
消
防
局
と
の
協
力
・
連
携
が

不
可
欠
で
あ
り
、
町
単
独
で
取
り
組
む
こ

と
は
困
難
で
す
。

問
中
山
間
地
対
策
必
要
で
は

　

実
際
に
心
臓
で
倒
れ
た
場
面
に
遭
遇

し
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
が
、
出
払
っ
て
い

て
来
な
い
。
近
所
の
看
護
士
さ
ん
が
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た
が
助
か
ら
な
か
っ

た
。
中
山
間
地
の
対
策
が
必
要
で
は
な
い

か
。答

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
研
修
で─

山
下
町
長

　

Ｆ
・
Ｒ
制
度
で
は
な
く
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
研

修
を
多
く
の
人
に
体
験
し
て
も
ら
い
、
対

応
で
き
る
人
を
増
や
す
こ
と
で
問
題
が
解

決
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

問
水
道
管
移
転
負
担
は

理
解
で
き
な
い

　

県
道
福
永
由
良
線
の
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
上
郷
地
区
の
要
望
で
取
り
組

ま
れ
た
も
の
か
。

　

東
大
杉
橋
の
架
け
替
え
に
伴
い
、
上
郷

用
水
組
合
の
水
道
管
の
移
転
の
負
担
金
を

何
百
万
円
も
負
担
せ
よ
と
い
う
の
は
理
解

で
き
な
い
。

答
不
足
分
は
組
合
で─

山
下
町
長

　

こ
の
工
事
は
地
元
と
町
が
要
望
し
て
計

画
さ
れ
た
も
の
。
道
路
改
良
に
伴
う
水
道

管
の
移
設
で
移
転
費
用
は
占
用
し
て
い
る

側
の
負
担
と
な
る
。
移
転
補
障
費
が
支
払

わ
れ
、
不
足
部
分
は
用
水
組
合
の
負
担
に

な
る
。

　

町
の
補
助
制
度
も
あ
る
が
、
敷
設
が
え

は
補
助
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

救急救命

▽
福
本
建
設
課
長

　

占
用
の
一
般
論
だ
が
、
事
業
主
体

は
移
転
費
用
を
算
出
、
補
償
費
を
占

用
者
に
払
う
。
占
用
者
は
受
け
取
っ

た
補
償
費
も
使
っ
て
新
し
い
水
道
管

を
占
用
水
道
管
と
し
て
敷
設
す
る
こ

と
に
な
る
。

課
長
の
補
足
説
明

架け替えが予定されている東大杉橋

▽
永
見
健
康
対
策
課
長

　

Ｆ
・
Ｒ
は
講
習
を
受
け
た
人
が
近

く
に
い
る
こ
と
を
把
握
し
て
メ
ー
ル

で
駆
け
つ
け
て
も
ら
う
仕
組
み
で
す

が
、
死
に
直
面
す
る
現
場
で
あ
り
、

心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
の
事
例

も
あ
り
、
慎
重
に
取
り
組
み
た
い
と

消
防
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。

課
長
の
補
足
説
明
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問 

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
検

証
や
見
直
し
な
ど
計
画
的
に
し

た
の
か
。

　

小
・
中
学
校
の
安
全
対
策
、
子
育
て
支

援
、
高
齢
者
へ
の
支
援
、
在
住
外
国
人
へ

の
支
援
状
況
に
つ
い
て
、
来
年
度
に
新
た

な
計
画
は
考
え
て
い
な
い
か
。

答
山
下
町
長

　

避
難
所
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
保

育
園
、
こ
ど
も
園
で
は
定
期
的
な
防
災
訓

練
と
在
住
外
国
人
に
は
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
を
配
布
し
て
い
る
。�

　

高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
及
び
高

齢
者
ク
ラ
ブ
等
の
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら

え
て
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
き
た

い
。答

小
林
教
育
長

　

学
校
で
は
年
間
計
画
を
立
て
、
訓
練
あ

る
い
は
学
習
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

学
校
外
に
お
け
る
避
難
は
、
家
族
の
話

し
合
い
な
ど
で
、
子
ど
も
の
自
主
的
な
動

き
が
で
き
る
よ
う
に
啓
発
が
必
要
と
考
え

て
い
く
。

問
外
国
人
向
け
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
活
用
を

　

外
国
人
の
た
め
の
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

は
本
当
に
分
か
り
や
す
い
。
今
の
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
簡
素
化
し
て
全
戸
に
配
布
す

る
と
か
、
複
製
が
出
来
る
の
で
あ
れ
ば

小
・
中
学
生
の
防
災
の
テ
キ
ス
ト
に
す
る

の
も
良
い
と
思
う
が
。

答
利
用
も
検
討─

山
下
町
長

　

真
っ
白
い
状
態
で
災
害
と
い
う
も
の
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
つ
く
っ
た
感
じ
が
し
ま

す
。
例
え
ば
学
校
あ
る
い
は
保
育
園
、
こ

ど
も
園
、
高
齢
者
の
施
設
な
ど
で
の
利
用

も
検
討
す
る
。

答
参
考
に
す
る─

小
林
教
育
長

　

学
校
独
自
の
も
の
も
あ
る
が
、
参
考
に

す
る
。問

コ
ト
ウ
ラ
イ
フ

実
施
状
況
は

　

コ
ト
ウ
ラ
イ
フ
の
実
施
状
況
と
、
地
方

創
生
の
取
り
組
み
で
は
、
人
口
減
対
策
は

重
要
施
策
と
思
う
が
、
事
業
の
充
実
と
推

進
を
ど
の
様
に
す
る
の
か
。

答
人
口
減
対
策
は
重
要

山
下
町
長

　

コ
ト
ウ
ラ
イ
フ
の
実
施
状
況
は
概
ね
計

画
通
り
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
人
口

減
対
策
は
重
要
と
さ
れ
て
お
り
、
国
、
県

の
動
向
を
注
視
し
て
積
極
的
に
取
り
組
み

を
進
め
た
い
。

　

地
方
創
生
を
推
進
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
と
、
そ
の
担
当
職

員
の
配
置
は
検
討
す
る
。

問
通
学
路
の
安
全
は

　

小
学
校
の
統
廃
合
は
行
わ
れ
た
が
、
通

学
路
の
安
全
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。答

環
境
整
備
に
努
め
る

石
前
教
育
委
員
長

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
将
来
の
琴
浦

町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
整
備

と
し
て
、
こ
の
た
び
の
統
合
は
成
果
が
認

め
ら
れ
た
と
と
ら
え
て
い
る
。

　

引
き
続
き
子
育
て
支
援
策
と
し
て
環
境

整
備
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

川本正一郎 議員

問

答

町づくりの新たな計画は

防災意識の高揚に努めていく�山下町長
計画的に実施� 小林教育長
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桑本　始 議員

問

答

着地型観光による外貨の
獲得を

大型バスも来た

問 

着
地
型
観
光
に
よ
る
外
貨
の
獲

得
に
つ
い
て
、
地
域
独
自
の
新

し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
旅
行
会
社
に

提
供
し
て
売
り
込
み
、
営
業
活
動
や
地
道

な
パ
イ
プ
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
琴
浦
町
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

き
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
る
。

観
光
協
会
へ
の
委
託
に
よ
り
町
独
自
の
ツ

ア
ー
商
品
の
企
画
と
関
西
圏
へ
の
売
り
込

み
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
、
大

型
バ
ス
が
町
内
に
入
っ
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
。

問
体
験
型
メ
ニ
ュ
ー
と

ツ
ア
ー
商
品
を
セ
ッ
ト
に

　

赤
碕
漁
協
で
魚
を
さ
ば
い
た
ら
好
評

だ
っ
た
。
都
会
の
人
は
体
験
を
し
た
い
よ

う
だ
。

　

体
験
型
を
セ
ッ
ト
に
し
て
グ
ル
メ
と
絡

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。
こ
れ
に
よ
り

琴
浦
町
に
外
貨
を
落
と
す
仕
組
み
を
作
れ

な
い
か
。

答
方
向
性
は
一
貫─

山
下
町
長

　

町
内
に
あ
る
資
源
を
町
民
と
の
連
携
の

中
で
つ
く
り
あ
げ
て
推
進
し
て
い
く
と
い

う
、そ
う
い
う
方
向
性
で
一
貫
し
て
い
る
。

問
屋
台
村
出
せ
な
い
か

　

今
の
観
光
の
流
れ
は
、
一
泊
か
ら
日
帰

り
、
団
体
か
ら
小
グ
ル
ー
プ
に
変
わ
っ
て

い
る
。
大
切
な
事
は
リ
ピ
ー
タ
ー
で
、
そ

れ
に
は
そ
の
地
元
の
お
も
て
な
し
が
大
切

だ
。

　

琴
浦
の
グ
ル
メ
の
食
材
を
提
供
す
る
屋

台
村
な
ん
か
を
出
せ
な
い
か
。

答
旧
道
一
体
で
売
り
込
む

山
下
町
長

　

二
軒
屋
の
端
か
ら
鳴
り
石
の
浜
ま
で
の

旧
道
一
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
を
一
本
化

し
、
大
き
な
エ
リ
ア
の
中
で
琴
浦
の
更
な

る
元
気
づ
く
り
を
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

問
地
域
の
宝
と
ア
イ
デ
ア
を

　

地
方
創
生
で
は
観
光
振
興
と
い
う
テ
ー

マ
も
重
要
。

　

地
域
の
宝
を
ア
イ
デ
ア
と
熱
意
を
も
っ

て
磨
き
上
げ
る
。
身
近
に
も
地
方
創
生
の

種
は
た
く
さ
ん
埋
ま
っ
て
い
る
。
観
光
面

の
振
興
も
そ
う
い
う
形
の
中
で
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
は
な
い
の
か
。

答
農
家
な
ど
リ
ン
ク
し
考
え
て
い
く

山
下
町
長

　

深
刻
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
農
業
や
漁

業
を
観
光
と
い
う
大
き
な
柱
の
中
で
、
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
地
方
創
生
と
い
う
中
で

そ
れ
が
実
現
で
き
る
様
に
し
て
い
き
た

い
。
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問
町
営
バ
ス
は
町
民
の
福
祉
の
向

上
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
で

あ
る
。

　

今
行
わ
れ
て
い
る
「
点
」
を
「
線
」
で

つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
「
面
」
に
ま
で
広
げ
、

き
め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た

め
に
も
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
山
下
町
長

　

有
識
者
を
交
え
た
検
討
会
を
開
催
し
、

デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
導
入
の
是
非
を
は
じ

め
、
28
年
度
以
降
の
公
共
交
通
体
系
の
構

築
を
目
指
し
て
い
る
。

　

そ
れ
を
受
け
、
地
域
公
共
交
通
会
議
で

決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
高
校
生
の
通
学
路
は

　

夜
遅
く
帰
宅
す
る
高
校
生
の
通
学
路
を

把
握
し
、
改
善
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

答
把
握
し
て
い
な
い─

山
下
町
長

　

高
校
生
の
通
学
路
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
危
険
個
所
の
対
策
は
、
地
元
か
ら
の

部
落
要
望
等
が
あ
れ
ば
教
育
委
員
会
と
協

議
し
て
検
討
し
た
い
。

答
一
般
社
会
人
と
同
等

小
林
教
育
長

　

教
育
委
員
会
は
、
高
校
生
の
通
学
路
に

つ
い
て
は
特
に
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

高
校
生
は
、
一
般
社
会
人
と
同
等
に
地

域
住
民
と
し
て
と
ら
え
な
が
ら
対
応
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

問
人
口
減
対
策
に
つ
い
て

　

人
口
減
対
策
総
合
施
策
に
沿
っ
て
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
現
在

の
進
行
状
況
と
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

答
県
と
連
携
し
な
が
ら

山
下
町
長

　

子
育
て
し
や
す
い
町
に
向
け
て
の
ま
ち

づ
く
り
は
前
進
し
て
い
る
。

　

一
方
、
移
住
定
住
対
策
や
企
業
誘
致
な

ど
は
、
単
独
で
取
り
組
ん
で
も
効
果
は
出

に
く
く
、
広
い
視
点
か
ら
の
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
。

　

県
と
も
連
携
を
し
な
が
ら
必
要
な
施
策

を
検
討
す
る
。

問
部
落
間
の
街
路
灯
は

　

街
路
灯
の
新
設
を
希
望
す
る
場
合
、
部

落
内
と
部
落
外
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

答
区
長
か
ら
の
要
望
で

福
本
建
設
課
長

　

街
路
灯
の
要
望
に
つ
い
て
は
、部
落
内
、

部
落
外
を
問
わ
ず
区
長
さ
ん
か
ら
要
望
し

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
部
落

内
の
街
灯
は
部
落
内
の
負
担
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
新
設
さ
れ
る
場
合
は
上
限
一
万
円
の
補

助
。
部
落
外
の
場
合
は
、
現
地
を
確
認
し

な
が
ら
、
必
要
最
小
限
度
と
し
て
考
え
て

い
る
。

語堂　正範 議員

問

答

デマンド交通の導入を

検討している
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請願・陳情

番号 件　　名 提　出　者 紹介議員 要　　　旨 委員会
付託 結果

請願
第６号

「治安維持法犠牲
者国家賠償法」の
制定を求める意見
書提出の請願

治安維持法犠牲者国
家賠償要求同盟
鳥取県本部会長

保田　睦美

青亀壽宏

「治安維持法犠牲者国家賠償法」
（仮）を制定し、犠牲者に対して、
謝罪と賠償を行うよう国に強く求め
る。

総務
採択
意見書
提出

請願
第７号

所得税法第56条の
廃止を求める請願

民商鳥取県連婦人部
協議会
会長　西田美津子

青亀壽宏
新藤登子

家族従事者に対して支払った報酬
を、税法上必要経費として認める事
を求める意見書を国に対して提出す
ることを求める。

総務 継続
審査

陳情
第６号

少人数学級の推進
等、2015年度政府
予算に係る意見書
採択の要請

鳥取県教職員組合
中部支部長　

川上　慎治

少人数制学級を推進すること、及び、
教育の機会均等と水準の維持向上を
はかるため、義務教育費国庫負担制
度の負担割合を２分の１に復元する
ことを国に強く求める。

教民
採択
意見書
提出

陳情
第７号

子ども・子育て支
援新制度の実施に
関する陳情書

鳥取の保育を考える会
会長　石井由加利

新制度条例案の審議にあたっては、
何よりも子どもの権利保障を最優先
に、当事者の意見も踏まえ、従来よ
り後退することがないよう十分な審
議をつくされることを求める。

教民
不採択
※条例が制
定済みのた
め

陳情
第８号

琴浦町自治基本条
例の制定に反対す
る陳情書

琴浦町　石賀　春陽
琴浦町　佐藤理一郎

町が議会上程を目指している自治基
本条例の制定に反対する。

総務

不採択
※議会に条
例として提
案されてか
ら、是非を
判断するた
め

　琴浦町議会は、議会基本条例と要綱を定め、開かれた議
会をめざしています。具体的には広報委員会は「議会報告
会」を開くようにしています。
　全世帯向けの広報誌「議会だより」の改革に取り組んで
いる所ですが、町民の皆さんとの膝を交えた「車座・意見
交換会」を企画しました。
　今回は統合により小学校が無くなった三つの地区にお邪
魔して率直な意見をお聞きすることにしました。議員が三
班に手分けして出かけます。ぜひ地域の皆さんのご意見を
お聞かせください。

古布庄地区
と　き　２月19日㈭ 午後７時より
ところ　古布庄地区公民館

以西地区
と　き　調整中
ところ　旧以西小学校

安田地区
と　き　調整中
ところ　安田地区公民館（予定）

議会が
　出かけます

議会の報告会や意見交換会の希望があればお知らせください。出かけてまいります。
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私
の
若
い
頃
、
当
時
の
赤
碕
町
青
年
団

が
取
り
組
ん
だ
青
年
学
級
の
模
擬
議
会

で
、
議
会
の
事
を
も
っ
と
町
民
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と
「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
が

提
案
さ
れ
、
そ
れ
を
契
機
に
議
会
だ
よ
り

が
今
日
ま
で
発
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

町
と
議
会
と
町
民
が
建
設
的
な
意
見
を

交
わ
し
な
が
ら
、
一
体
と
な
っ
て
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

（
澤
田　

豊
秋
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

青
亀　

壽
宏

副
委
員
長　

大
平　

高
志

委
員　
　
　

井
木　
　

裕

委
員　
　
　

新
藤　

登
子

委
員　
　
　

桑
本　

賢
治

委
員　
　
　

澤
田　

豊
秋

あ
と

　
　
が
き
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表
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写
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や
ば
せ
こ
ど
も
園
と
八
橋
小
学
校
の

合
同
に
よ
る
「
と
ん
ど
さ
ん
」
の
様
子
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も
っ
と
青
年
育
成
を

　

私
は
19
歳
の
と
き
に
青
年
団
と
出

会
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
地
域

活
動
を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
日
頃
地
域
活
動
を
す
る
中
で
感

じ
る
こ
と
は
、
20
代
、
30
代
の
若
者

が
地
域
か
ら
離
れ
て
行
っ
て
い
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。
青
年
団
と
い
う
言

葉
を
口
に
し
て
も
知
ら
な
い
若
者
が

多
か
っ
た
り
、
組
織
に
入
ら
ず
サ
ー

ク
ル
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
若

者
も
多
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
の
分
野
に
お
い

て
、「
青
少
年
育
成
」
と
い
う
言
葉

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
そ
の
対
象

の
ほ
と
ん
ど
が
子
ど
も
た
ち
に
思
え

ま
す
。
若
者
が
地
域
か
ら
離
れ
て
行

っ
て
い
る
今
、
も
っ
と
「
青
年
育

成
」
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

今
後
の
琴
浦
町
を
築
い
て
い
く
の

は
、間
違
い
な
く
今
の
青
年
層
で
す
。

青
年
の
成
長
こ
そ
が
琴
浦
町
の
成

長
・
発
展
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
た
知
識
や

経
験
、
ま
た
人
と
の
繋
が
り
は
か
け

が
え
の
な
い
財
産
で
あ
り
、
今
後
の

人
生
に
活
き
て
く
る
も
の
だ
と
信
じ

て
こ
れ
か
ら
も
地
域
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中村　美香さん

私
の
小
さ
な
恩
返
し

　

琴
浦
町
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
の
仕
事
を
始
め
て
七
年
目
に
な
り

ま
す
。
振
り
返
る
と
十
年
前
、
子
ど

も
を
連
れ
て
埼
玉
県
か
ら
琴
浦
町
に

帰
り
、
不
安
で
し
た
が
、
こ
の
町
の

人
た
ち
に
勇
気
と
元
気
を
沢
山
頂
い

た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
の
お

陰
で
今
の
私
た
ち
親
子
が
あ
り
ま

す
。

「
一
緒
に
い
い
子
に
育
て
る
だ
け
な

ぁ
。」
と
涙
な
が
ら
に
励
ま
し
て
く

れ
た
友
達
、
そ
し
て
、
家
族
が
そ
ば

に
い
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
転

車
の
乗
り
方
も
自
分
の
子
ど
も
と
一

緒
に
教
え
て
く
れ
た
近
所
の
人
が
い

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
声
か
け
や
協
力
な
ど
か

ら
、
い
つ
の
間
に
か
挨
拶
の
で
き
る

子
へ
と
育
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、「
こ
の
町
に
恩
返
し
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
な
…
」「
あ
の
頃

の
私
と
同
じ
思
い
を
し
て
い
る
人
に

何
か
で
き
な
い
か
な
…
」と
考
え
て
、

こ
の
町
に
住
む
人
た
ち
が
愛
着
と
誇

り
を
持
て
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
へ

の
参
加
を
意
識
し
始
め
ま
し
た
。「
琴

浦
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
制
作
等
に
関
わ

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

O
ne�for�A

ll���A
ll�for�O

ne

小
さ
な
恩
返
し
を
〝
こ
ん
な
気
持

ち
〟
で
続
け
て
い
き
ま
す
。

山本伊都子さん


